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表2　播種期（1990）
1　は　じ　め　に

第1報，）では．夏秋作型の標準的な播種期及び仕立て法

におけるキュウリの生育パターンから見た多収要因につい

て報告した。しかしながら，夏秋キュウリは4月から6月

までの間にわたって播種され，播種期によって管理法の考

え方もいくらか異なる。本報ではこれらの条件が変わった

場合の夏秋キュウリの生育相を明らかにするため，側枝の

仕立て法，播種時期の違いがキュウリの生育，着果パター

ン，彙面積の推移に及ぼす影響について検討した。

2　試　験　方　法

試験Ⅰ：仕立て法の検討（1989）

（1）試験場所　福島県農業試験場内露地麟場

（2）供試品種

キュウリ（穂木）：南極1号（ときわ研究場）カボチャ

（台木）：改良新土佐1号（サカタのタネ）

（3）処理の方法（表1）

表1仕立法（1989）

区　　　 名 仕　 立　 て　 方　 法
株間
（皿）

1 ．主枝 1 本仕立て
主枝 1 本のみ仕立て，一次側枝は

60
すべて 2 節で摘心

2 ・干鮎 霊；鵬 主枝以外に，10節から側枝を 1 本
80

仕立て，他は2 節で摘心

3 t 干鮎 霊；側枝 主枝以外に．7 －15節の間から伽 100
枝を 3 本仕立て．他は 2 節で摘心

4 ．放任仕立て 全ての側枝を摘心せず放任する。 150

（4）耕種概要　播種期：5月2日（キュウリ），定植期：

5月30日，栽植距離：畦幅3m，株間60cmの2粂植え，

施肥量：N－5．5，P205－4．5，K20－5．7，苦土石炊－10，

堆肥－500（kg／a）。

試験Ⅱ：播種時期と生育相（1990）

（1）試験場所：試験Ⅰに同じ

（2）供試品種：試験lに同じ

（31処理の方法（播種期）：（表2）

（4）耕種概要　栽植距離：畦幅3m，株間60cmの2条植

え，仕立て法：慣行法（主枝1本仕立て．側杖は中段から

仙 区　　 名 播 種 期　　　 定 植 期

1 4 月 播 種 4 月 10 日　　 5 月 8 日

2 5 月 播 種 5 月 1 日　　 5 月 28 日

3 6 月 播 種 6 月 1 日　　 6 月 25 日

4 7 月 播 種 7 月 1 日　　 7 月 27 日

2本伸長させる。），施肥星（基肥）：P205－2．0，K20－

1．9，苦土石灰二1．2，堆肥一500（kg／a）

3　試験結果及び考察

試験Ⅰ：仕立て法の検討

（1）節数と収穫乗数：側枝を仕立てる本数が多くなるに

従って節数．収穫果数が多くなり，放任区では最も多くなっ

た。また仕立てる本数が多いほど一次側枝の節数．収穫采

数が多い。（表3）

（2）部位別収穫割合：収穫果数の部位別構成割合は，総

収量が少ないほども枝から収穫する割合が大きく．主体1

本仕立てでは19％，放任区では9％であった。その他の部

位では一次側枝からの収穫は57－67％，二次が側枝からの

収穫は20～27％の範囲であった。（表4）

（3）着果率：節数に対する収穫果致（着果率）は，放任

表3　キュウリの仕立て法と節数及び収穫実数
二義示度▼　　‾‾‾訴

恥　丑正て法　j筍傲　堰票　岬敷　実家　輔　璧苦　唖

t　主枝i本仕立て
2　主捜l本・鋼横l摩化立

3　玉枝】本・｛接3本化立

4　放任l上立て

：H．0　】6＿8　　878　　5】．8　　4】3

33．5　15．0　107．0　　69．0　　4】．5

32．8　16＿8　】68＿3　1010　　卯．3

32．3　17＿5　；熟3，3　義403　　％5

蓑4　仕立て法と部位別収穫割合

計
れ
4
3
弧

t63．1

182．0

細心．9

412．1

讐
善
悪

仕立て法
主　 枝　 一次側枝　 二次側枝　 合　 計

（％）　　 （％）　　 （％）　　 （％）

壬 19　　　　 57　　　　 24　　　 100

主 1 ・側 1 14　　　　 66　　　　 20　　　 100

主 1 ・側 3 10　　　　 63　　　　 27　　　 100

放　　　 任 9　　　　 67　　　　 24　　　 100
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仕立がやや低く株全体で50％，その他は55～58％であった。

部位別では．主枝45～54％，一次側枝50～朗％，二次側枝

51～53％であった。（表5）

表5　仕立て法と部位別着果割合

仕立て法
主　 枝　 一次側枝　 二次側枝　 平　 均

（％）　　 （％）　　 （％）　　 （％）

主 49　　　　 59　　　　 53　　　　 55

主 1 ・側 1 45　　　　 64　　　　 51　　　　 三強

主 1 ・側 3 51　　　　 60　　　　 54　　　　 57

放　　　 任 54　　　　 50　　　　 52　　　　 50

注．着果割合：収穫果数／節数×100

以上の結果，側枝を仕立てる本数が多いほど，1株当り

の節数，収量は多くなる。収穫果実は，株当り収穫が多く

なるほど側枝からの収穫割合が高くなる。着果率は放任区

で低くなるがいずれの仕立てでも50～60％の範囲であり，

仕立て法が変わっても株全体の節数と収穫果数の関係は大

きく変動しない。このため収量を上げるには，仕立て法の

いかんに係わらず，株当りの節数を増加する必要がある。

試験Ⅱ：播種時期と生育相

（1）節数の増加：収穫終了までの1株当りの節数は，播

種期が早く生育期間が長い方が節数も多くなり，これは．

側杖の伸長によるものである（表6）。節数の増加は日数

の経過にともない直線的に増加するが4月播種の場合，生

育初期は低温のため生育が遅く節数の増加がやや緩やかで

あり，5・6・7月播種は節致増加が早い（図1）。

（2）収量：収穫開始後の累積収量は節数の増加と同様，

生育日数により直線的に増加する（図1）。総収量は5・

表6　キュウリ播種別の節数と累積収量　．t株当た。，

図1キュウリのは種期別生育の推移

6・7月播種は，1か月播種期が遅れると収量が約50％ず

つ低下していく（表4）。

（3）葉面機：生育目数と葉面積の関係は，いずれの播種

期も播種後80～90口で1株当りの糞面積は最大になり，播
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図2　キュウリの播種期と葉面積の推移

種期が早いほど株が繁茂する（図2）。

以上の結果，高地夏秋キュウリでは播種期が早いと栽培

期間，収穫期間が長い分だけ節数及び収量が多い。しかし．

節数及び累積収量の増加のパターンは．播種期が変わって

もほぼ同じで，経過日数とともに直線的に増加する。この

ことから播種後の日数により節数及び収穫果数を推定する

ことが可能である。生育日数と1株当りの糞面槙の関係は

播種期にかかわらず80～90日で最大になり，このときの約

半分は主枝の葉で占められている1）。早い播種期では主枝

葉の早めの摘垂が重要であり．遅い播種期は側枝の葉が少

ないため，主体の葉の老化摘彙後は糞面積が急激に減少し

株が弱りやすいので側枝の確保が重要である。

4　　ま　　と　　め

夏秋キュウリの生育相を明らかにするため，側枝の仕立

て法，播種時期の違いがキュウリの生育．着果パターン，

葉面積の推移に及ぼす影軌こついて検討した。

その結果，側枝の仕立て本数が多いほど1株当りの節数，

収量は多くなる。しかし，節数に対する収穫果敷く着果割

合）はいずれも50－60％の間であり仕立て法が変わっても

着果割合は大きく変動しない。このため収量を上げるには，

仕立て法のいかんに係わらず，株当りの節数を増加する必

要がある。

播種期と生育の関係は∴播種期が早いと節数及び収量が

多い。しかし．その増加のパターンはいずれも経過日数と

ともに直線的に増加する。このことから播種後の目数によ

り節数及び収穫果数を推定することが可能である。

生育日数と1株当りの葉面積の関係は，播種期にかかわ

らず播種後80～90日で最大になりこのときの約半分は主枝

の葉で占められている。早い播種期では主枝葉の早めの摘

糞が重要であり，遅い播種期は側枝の糞が少ないため，主

枝の糞の老化摘葉後は葉面積が急激に減少し株が弱りやす

いので側枝の確保が重要である。
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